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問
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六
　
お
わ
り
に

四
　
原
発
立
地
推
進
と
原
発
地
帯
整
備

　
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
は
二
〇
三
〇
年
に
向
け
て
の
『
原
子
力
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
一
九
八
六
年
七
月
一
八
日
に
ま
と
め

た
。
　
「
ビ
ジ
ョ
ン
は
二
〇
三
〇
年
に
原
子
力
発
電
比
率
が
五
八
％
に
達
し
、
原
子
力
ビ
ジ
ネ
ス
の
規
模
は
一
九
八
五
年
の
約
四
倍
の
六
兆

七
千
億
円
に
、
従
業
員
数
も
三
倍
強
に
膨
ら
む
と
予
測
」
し
て
お
り
、
「
今
後
必
要
に
な
る
原
子
力
発
電
規
模
は
一
億
四
千
六
百
万
㎞
で
、
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1
）

一
二
二
基
の
設
備
が
新
た
に
い
る
。
ま
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
も
再
処
理
、
濃
縮
な
ど
六
な
い
し
一
〇
の
施
設
が
必
要
」
と
し
た
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
原
発
だ
け
で
も
三
五
地
点
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
む
け
て
の
立
地
対
策
は
原
発
先
進
地
で

の
冷
え
つ
つ
あ
る
地
域
「
活
性
」
状
況
を
ふ
ま
え
た
新
た
な
地
域
政
策
の
展
開
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
原
子
力
の
諸
施
設
は
核
燃
料
サ
イ
グ
ル
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
そ
の
立
地
推
進
や
試
験
研
究
の
た
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め
の
諸
機
関
も
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
立
地
配
置
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
て
、
国
土
構
造
と
の
か
か
わ

り
で
限
定
さ
れ
て
く
る
。
国
家
レ
ベ
ル
に
お
け
る
地
域
政
策
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
完
結
さ
せ
る
た
め
の
諸
施
設
を
国
内
に
確
保
す
る
ご

と
を
基
本
路
線
と
し
て
お
り
、
特
に
安
全
性
や
放
射
性
廃
棄
物
問
題
を
抱
え
地
域
住
民
に
不
安
感
を
与
え
る
原
発
と
再
処
理
施
設
の
建
設

地
点
を
確
保
す
る
こ
と
と
の
か
か
わ
り
で
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
地
域
は
諸
施
設
の
立
地
点
と
し
て
の
意
味
を
第
一
義
的
に
も
た
さ
れ

て
お
り
、
国
レ
ベ
ル
で
の
地
域
政
策
は
立
地
政
策
に
重
点
が
お
か
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
市
町
村
で
の
地
域
政
策
は
、
国
の
縦
割
行
政
で

推
進
さ
れ
る
立
地
政
策
と
は
異
な
り
、
地
域
住
民
と
最
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
総
合
的
な
色
彩
を
強
く
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
本
章
で
は
原
発
立
地
推
進
と
原
発
地
帯
整
備
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
第
一
に
原
子
力
諸
施
設
、
と
り
わ
け
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
い
う

　
　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三



　
1
諭
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

連
関
性
の
な
か
で
の
鍵
施
設
と
な
る
原
発
と
再
処
理
工
場
の
立
地
推
進
、
す
な
わ
ち
国
家
レ
ベ
ル
で
の
立
地
政
策
が
国
土
構
造
と
ど
の
よ

う
な
関
連
性
を
持
つ
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
立
地
推
進
の
た
め
に
は
住
民
の
「
理
解
」
を
う
る
と
い
う
手
続
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
「
理
解
」
を
う
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
、
し
か
も
最
も
効
果
的
な
手
段
と
し
て
原
子
力
地
帯
整
備
と
い
う
地
域
政
策
が
登
場
し
、
展
開

し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し
て
登
場
し
た
国
の
地
域
政
策
は
関
係
都
道
府
県
や
市
町
村
で
具
体
化
さ
れ
る

が
、
他
方
に
お
い
て
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
こ
で
第
三
に
は
原
発
反
対
運
動
や
地
域
住
民
の
意
識
状
況

の
変
化
と
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
地
方
自
治
体
の
地
域
政
策
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
か
を
、
福
島
県
と
大
熊
町
を
中
心
と
し
た
双
葉

地
区
の
町
村
を
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
ω
　
原
子
力
諸
施
設
の
立
地
配
置
と
国
土
構
造

　
　
①
　
原
子
力
推
進
に
お
け
る
機
能
配
置
と
国
土
構
造

　
原
子
力
諸
施
設
は
そ
の
機
能
か
ら
い
く
つ
か
に
区
分
で
き
る
。
第
一
は
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
を
は
じ
め
と
し
た
原
子
力
戦
略
の
意
思
決

定
や
原
子
力
関
係
施
設
を
総
括
す
る
中
枢
管
理
機
能
で
あ
る
。
第
二
は
意
思
決
定
に
基
づ
き
戦
術
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
研
究
開
発
機
能
で

あ
る
。
第
三
は
研
究
開
発
さ
れ
た
も
の
を
具
体
化
、
製
品
化
す
る
機
能
で
あ
る
。
第
四
は
原
子
力
施
設
が
設
置
さ
れ
、
運
転
・
商
業
化
の

機
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ど
こ
で
も
自
由
に
立
地
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
土
構
造
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
推
進
政
策
は
、
原
案
段
階
で
電
力
業
界
な
ど
か
ら
の
積
み
上
げ
が
な
さ
れ
る
も
の
の
、
第
二
章
で
明
ら

か
に
し
た
よ
う
に
基
本
的
に
国
家
レ
ベ
ル
で
そ
の
戦
略
が
決
定
さ
れ
、
下
位
の
政
策
は
こ
れ
と
の
整
合
性
を
図
り
修
正
さ
れ
て
い
く
。
そ

の
中
枢
と
し
て
の
通
産
省
や
科
学
技
術
庁
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
な
ど
の
中
央
官
庁
は
東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ
関
に
あ
る
。
ま
た
工
業
技

術
院
や
日
本
原
子
力
研
究
所
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
、
金
属
鉱
業
事
業
団
と
い
っ
た
国
立
試
験
研
究
機
関
の
本
部
は
霞
ケ
関
や



そ
の
す
ぐ
近
く
の
千
代
田
区
内
幸
町
や
港
区
虎
の
門
、
赤
坂
に
あ
る
。
民
間
レ
ベ
ル
で
の
中
枢
機
構
を
み
る
と
、
原
子
力
開
発
政
策
の
総

合
推
進
や
調
査
活
動
を
行
な
う
日
本
原
子
力
産
業
会
議
と
電
気
事
業
の
重
要
政
策
に
関
す
る
方
針
の
確
立
な
ど
を
決
定
す
る
電
気
事
業
連

合
会
は
・
中
央
官
庁
か
ら
少
レ
は
な
れ
た
港
区
新
橋
と
千
代
田
区
大
手
町
に
位
置
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
施
設
は
首
都

東
京
の
都
心
部
に
集
中
し
て
お
り
、
日
本
経
済
を
総
括
す
る
位
置
に
立
地
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
都
心
部
に
は
中
枢
機
構
が
意
思
決
定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
あ
る
い
は
提
供
す
る
機
関
が
集
ま
っ
て
い
る
。
例
え

ば
原
子
力
発
電
所
立
地
を
促
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
特
別
に
付
加
さ
れ
た
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
、
海
外
の
電
気
事
業
の
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
る
海
外
電
力
調
査
会
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
経
済
性
の
面
か
ら
の
研
究
を
し
て
い
る
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
、
核
物

質
に
関
す
る
情
報
処
理
・
分
析
お
よ
び
調
査
開
発
等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
発
電
技
術
に
関
す
る
調
査
研

究
を
し
て
い
る
火
力
原
子
力
発
電
技
術
協
会
、
原
子
力
発
電
用
機
器
等
の
安
全
性
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
る
原
子
力
工
学
試
験
セ
ン
タ

ー
、
原
子
力
の
安
全
性
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
原
子
力
安
全
研
究
協
会
、
高
速
増
殖
炉
の
開
発
や
放
射
性
廃
棄
物
対
策
、
そ
の

他
立
地
政
策
を
研
究
し
て
い
る
電
力
中
央
研
究
所
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
に
関
す
る
調
査
研
究
を
し
て
い
る
原
子
力
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
、
温
排
ボ
の
海
洋
環
境
水
産
生
物
等
に
与
え
る
影
響
を
研
究
し
て
い
る
海
洋
生
物
研
究
所
、
さ
ら
に
ば
原
子
力
温
排
水
を
栽
培

漁
業
に
利
用
す
る
事
業
を
推
進
す
る
温
水
養
魚
開
発
協
会
、
な
ど
の
調
査
・
研
究
機
関
は
千
代
田
区
と
港
区
虎
の
門
に
立
地
し
て
い
る
。

ま
た
例
え
ば
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
な
ど
の
よ
う
に
「
原
子
力
平
和
利
用
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
普
及
」
を
目
的
と
す
る
広
報
機
関

も
都
心
に
立
地
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
枢
部
で
決
定
さ
れ
た
原
子
力
政
策
を
具
体
化
す
る
第
一
歩
の
役
割
を
担
’
っ
て
い
る
の
が
研
究
開
発
機
能
で
あ
る
。
研
究
開
発
を

担
当
す
る
機
構
は
大
学
・
国
立
研
究
機
関
と
民
間
の
研
究
機
関
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
で
は
教
育
機
能
を
も
そ
な
え
た
基
礎
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六

的
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
ス
ト
原
発
を
担
う
と
さ
れ
る
核
融
合
の
研
究
開
発
は
日
本
原
子
力
研
究
所

や
名
古
屋
大
学
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
筑
波
大
学
プ
ラ
ズ
マ
セ
ン
タ
ー
、
電
子
技
術
総
合
研
究
所
、
金
属
材
料
技

術
研
究
所
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
後
三
者
は
東
京
か
ら
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
筑
波
学
園
研
究
都
市
の
な
か
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　
後
者
に
関
し
て
は
原
子
力
産
業
グ
ル
ー
プ
の
研
究
所
が
あ
る
。
日
本
に
は
原
子
力
産
業
グ
ル
ー
プ
は
五
つ
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
四
つ

は
東
京
近
郊
に
立
地
す
る
。
富
士
電
機
や
川
崎
重
工
な
ど
の
第
一
原
子
力
グ
ル
ー
プ
（
統
括
団
体
名
、
同
）
は
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
、

日
立
製
作
所
や
鹿
島
建
設
な
ど
の
東
京
原
子
力
グ
ル
ー
プ
（
東
京
原
子
力
産
業
会
議
）
と
東
芝
・
三
井
グ
ル
ー
プ
（
日
本
原
子
力
事
業
）

は
川
崎
市
に
、
そ
し
て
三
菱
重
工
な
ど
の
三
菱
グ
ル
ー
プ
（
三
菱
原
子
力
工
業
）
は
埼
玉
県
大
宮
市
に
研
究
所
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
研
究
開
発
機
能
は
首
都
圏
の
都
心
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
地
点
に
立
地
し
て
お
り
、
そ
の
分
布
範
囲
は
第
四
次
首

都
圏
基
本
計
画
で
打
ち
出
さ
れ
た
、
首
都
機
能
の
分
散
先
と
さ
れ
る
業
務
中
核
都
市
（
八
王
子
・
立
川
、
浦
和
・
大
宮
、
千
葉
、
横
浜
・

川
崎
、
土
浦
・
筑
波
研
究
学
園
都
市
）
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
具
体
化
の
第
二
歩
は
原
子
力
の
利
用
に
関
す
る
実
践
的
技
術
の
試
験
研
究
で
あ
り
、
筑
波
学
園
研
究
都
市
か
ら
さ
ら
に
約
五
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
東
海
村
に
あ
る
日
本
原
子
力
研
究
所
や
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
に
お
い
て
主
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
商

業
炉
設
計
に
む
け
て
の
試
験
研
究
・
実
用
研
究
段
階
に
あ
る
原
子
炉
（
臨
界
実
験
装
置
を
除
く
）
は
第
一
〇
図
の
よ
う
に
日
本
に
は
一
六

基
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
七
つ
が
東
海
村
と
大
洗
町
に
あ
る
。
．
残
り
は
敦
賀
市
と
川
崎
市
、
大
阪
府
熊
取
町
に
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
、
横

須
賀
市
と
東
大
阪
市
、
原
子
力
船
む
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
あ
る
。
臨
界
実
験
装
置
は
七
基
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
五
つ
は
東
海
村
と
大

洗
町
に
集
中
し
て
い
る
。
残
り
は
川
崎
市
と
大
阪
府
熊
取
町
に
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
あ
る
。
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一
論
　
　
　
　
文
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
二
八

　
国
土
構
造
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
首
都
圏
の
場
合
に
は
東
海
村
・
大
洗
町
と
い
っ
た
首
都
圏
外
縁
部
に
、
近
畿
圏
の
場
合
に
は
大
阪
市

近
郊
に
試
験
研
究
・
実
用
研
究
用
原
子
炉
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
具
体
化
の
第
三
歩
は
商
業
炉
と
し
て
の
原
発
の
立
地
で
あ
る
。
前
掲
第
一
〇
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の

大
都
市
か
ら
ほ
ぼ
一
～
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
地
方
中
心
都
市
か
ら
ほ
ぼ
四
〇
～
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
建
設
さ
れ
て
い

（
3
）

る
。
東
京
と
の
か
か
わ
り
を
い
え
ば
、
東
海
村
と
大
洗
町
に
各
一
基
、
そ
こ
か
ら
約
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に
は
な
れ
た
福
島
県
浜
通
り
双

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

葉
地
区
に
は
東
京
電
力
福
島
第
一
・
第
二
原
発
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
九
基
（
ほ
か
に
一
基
建
設
中
）
が
集
中
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
距
離

を
日
本
海
側
に
行
く
と
東
京
電
力
柏
崎
原
発
、
同
巻
原
発
が
あ
り
、
建
設
中
・
建
設
準
備
中
の
も
の
を
含
め
る
と
六
基
の
原
子
炉
が
集
中

す
る
。
さ
ら
に
東
京
か
ら
西
に
ほ
ぼ
同
じ
距
離
は
な
れ
る
と
静
岡
県
浜
岡
町
に
中
部
電
力
浜
岡
原
発
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
建
設
中
の
も
の

を
含
め
て
三
基
の
原
子
炉
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
西
日
本
で
原
発
が
集
中
す
る
の
は
福
井
県
若
狭
地
区
で
あ
る
。
若
峡
湾
岸
に
は
試
験
研
究
炉
・
研
究
開
発
炉
が
二
基
あ

る
ほ
か
、
原
発
が
四
ヵ
所
に
立
地
し
、
建
設
中
の
も
の
を
含
め
て
一
三
基
の
原
子
炉
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
若
狭
地
区
は
大
阪
や
名
古
屋

か
ら
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
距
離
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
建
設
中
の
も
の
を
含
め
て
六
ヵ
所
に
原
発
が
立
地
し
て
い
る
が
、
、

後
掲
第
二
一
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
県
庁
所
在
地
な
ど
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
日
本
で
は
福
島
県
と
福
井
県
に
原
発
が
集
中
し
て
い
る
が
、
原
発
地
帯
間
に
も
単
な
る
発
電
量
の
違
い
を
こ
え
た
一
定
の
機
能
分
担
が

み
ら
れ
る
。
東
日
本
の
「
原
発
銀
座
」
で
あ
る
福
島
県
浜
通
り
の
大
熊
町
に
は
東
京
電
力
系
統
の
B
W
R
運
転
員
養
成
訓
練
を
行
な
う
B

W
R
運
転
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
、
ま
た
西
日
本
の
「
原
発
銀
座
」
で
あ
る
福
井
県
若
狭
の
敦
賀
市
に
は
関
西
電
力
系
統
の
P
W
R
運
転
員
養

成
訓
練
を
す
る
原
子
力
発
電
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
現
場
管
理
の
教
育
中
心
が
こ
れ
ら
の
原
発
地
帯
に
は
立
地
し



て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
原
子
力
広
報
を
目
的
と
し
た
原
子
力
（
広
報
）
セ
ン
タ
ー
は
愛
媛
県
伊
方
町
、
石
川
県
滋
賀
町
、
福
井
県
敦
賀
市
、
福
島
県

大
熊
町
、
宮
城
県
女
川
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
原
子
力
を
め
ぐ
る
諸
機
能
の
空
間
的
配
置
は
、
東
京
を
中
心
と
し
た
政
治
経
済
の
求
心
性
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
地
域
構
造

を
基
盤
と
し
つ
つ
、
原
発
が
必
要
と
す
る
立
地
条
件
に
対
応
し
た
自
然
条
件
や
空
間
利
用
と
も
密
接
な
か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
と
こ
ろ
の

国
土
構
造
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
連
す
る
諸
施
設
の
立
地
配
置
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
②
　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
国
土
構
造

　
原
子
力
発
電
が
「
準
国
産
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
経
済
安
全
保
障
政
策
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
は
、
再
処
理
を
含
め
た
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
が
日
本
国
内
に
お
い
て
完
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
係
す
る
施
設
は
第
一
一
図
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、

ウ
ラ
ン
鉱
山
か
ら
放
射
性
廃
棄
物
処
理
ま
で
の
過
程
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ウ
ラ
ン
鉱
山
（
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
）
↓
製
錬
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

（
ウ
ラ
ン
を
イ
エ
ロ
ー
ケ
ー
キ
U
α
と
し
て
回
収
）
↓
転
換
工
場
（
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
U
F
へ
の
転
換
）
↓
濃
縮
工
場
（
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
『

ン
の
ウ
ラ
ン
壬
二
五
を
濃
縮
）
↓
再
転
換
工
場
（
二
酸
化
ウ
ラ
ン
U
α
へ
の
転
換
）
↓
加
工
工
場
（
燃
料
集
合
体
と
し
て
加
工
）
↓
原
子

力
発
電
所
（
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
＋
使
用
済
燃
料
）
↓
再
処
理
工
場
（
減
損
ウ
ラ
ン
＋
放
射
性
廃
棄
物
＋
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
）
と
い
う
過
程
を
た

ど
る
・
再
処
理
工
場
で
選
り
分
け
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
減
損
ウ
ラ
ン
は
製
錬
転
換
工
場
に
ま
わ
り
原
発
へ
の
経
路
を
た
ど
る
。
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
工
場
に
ま
わ
り
高
速
増
殖
炉
・
新
転
換
炉
の
燃
料
と
し
て
調
製
さ
れ
る
。
他
方
、
放
射
性
廃
棄
物
は
再
処
理

工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
高
レ
ベ
ル
の
も
の
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
は
地
中
処
分
施
設
に
、
原
子
力
発
電
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
低
レ
ベ
ル

の
も
の
は
原
発
敷
地
内
の
施
設
に
貯
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
1
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三
九
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以
下
で
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
か
か
わ
る
諸
施
設
（
既
設
お
よ
び
新
増
設
）
の
立
地
配
置
を
国
土
構
造
と
の
か
か
わ
り
で
と
ら
え
て

お
こ
う
。
そ
の
際
、
核
物
質
の
原
子
力
施
設
間
移
動
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
段
階
は
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
で
あ
り
、
つ
ま
り
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
立
地
で
あ
る
。
国
内
に
お
け
る
ウ
ラ
ン
資
源
量
は
一
九
八
五
年
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
3
8

在
で
は
、
U
q
平
均
品
位
○
・
一
〇
〇
％
の
場
合
、
鉱
量
で
三
、
九
六
二
千
ト
ン
、
U
O
で
四
、
三
六
一
シ
ョ
ー
ト
ト
ン
で
あ
り
、
U
O

平
均
品
位
○
・
〇
五
三
％
の
場
合
、
鉱
量
で
一
七
、
一
九
五
千
ト
ン
、
U
α
で
九
、
八
九
五
シ
ョ
ー
ト
ト
ン
で
あ
っ
た
。
一
百
万
㎞
級
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

発
で
は
一
年
間
に
U
α
（
二
酸
化
ウ
ラ
ン
）
三
〇
ト
ン
の
燃
料
集
合
体
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
一
八
六
シ
ョ
ー
ト
ト
ン
の
U

q
が
必
要
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
再
処
理
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
国
内
に
は
三
二
百
万
㎞
～
五
四
百
万
㎞
程
復
分
の
資
源
量
し
か
賦
存
し
啄

　
　
　
　
　
（
4
）

い
こ
と
に
な
る
。

　
国
産
ウ
ラ
ン
の
開
発
方
針
は
一
九
六
二
年
一
〇
月
に
原
子
力
委
員
会
が
『
国
産
ウ
ラ
ン
鉱
の
開
発
方
針
に
つ
い
て
』
を
決
定
し
た
。
そ

の
時
点
で
の
把
握
埋
蔵
鉱
量
は
ウ
ラ
ン
量
換
算
で
わ
ず
か
千
ト
ン
に
す
ぎ
ず
、
　
「
当
面
は
、
国
内
資
源
の
発
見
と
そ
の
確
保
に
努
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

と
と
し
、
こ
れ
が
た
め
原
子
燃
料
公
社
、
地
質
調
査
所
に
お
け
る
探
鉱
活
動
の
重
点
を
有
望
な
地
域
の
探
鉱
に
指
向
す
る
」
と
し
て
調
査

を
拡
大
し
た
。
地
質
調
査
所
ば
そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
五
六
～
五
九
年
度
の
三
年
間
に
「
わ
が
国
に
お
け
る
酸
性
火
成
岩
地
帯
の
う
ち
約
八

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
重
点
に
と
り
あ
げ
、
概
査
を
行
な
っ
て
き
た
。
…
当
初
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
地
域
に
お
い
て
も
つ
ぎ
つ
ぎ
と

ウ
ラ
ン
鉱
床
を
胚
胎
す
る
地
区
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
さ
ら
に
約
一
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
わ
た
っ
て
概
査
を
行

　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

な
う
必
要
が
認
め
」
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ロ

　
精
査
に
つ
い
て
も
「
原
子
力
燃
料
公
社
は
昭
和
三
一
年
度
以
降
中
国
地
方
の
倉
吉
鉱
山
、
汰
形
峠
鉱
山
等
に
重
点
を
お
い
て
」
行
な
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
六
五
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
調
査
や
地
質
鉱
床
調
査
に
よ
る
放
射
能
強
度
分
布
概
査
を
約
一
九
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
一
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
1
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論
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文
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に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
。
放
射
能
が
異
常
値
を
示
す
地
区
に
つ
い
て
は
放
射
能
異
常
地
調
査
を
行
な
い
、
ウ
ラ
■
ン
鉱
床
の
賦
存
が
推
定
さ

れ
れ
ば
鉱
床
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
全
国
で
ウ
ラ
ン
鉱
の
有
望
な
地
域
と
し
て
人
形
峠
、
東
濃
地
域
を
含
む
約
一
・
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
選
定
し
た
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
形
峠
で
は
露
天
掘
り
に
よ
る
採
掘
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
東
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

地
区
の
美
佐
野
鉱
床
で
は
精
密
試
錘
等
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
動
燃
事
業
団
や
民
間
企
業
が
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ジ
ェ
し
ル
、
ザ
ン
ビ
ア
、
マ
リ
等
で
調
査
や
探
鉱
、
生
産
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
段
階
は
製
錬
・
転
換
と
濃
縮
で
あ
る
。
前
掲
第
一
〇
図
に
よ
れ
ば
八
四
年
の
場
合
、
核
燃
料
の
輸
入
量
は
濃
縮
ウ
ラ
ン
一
、
〇
四

五
ト
ン
（
う
ち
ア
メ
リ
カ
よ
り
八
九
一
ト
ン
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
一
三
一
ト
ン
）
、
天
然
ウ
ラ
ン
ー
ト
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二

五
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
う
ち
フ
ラ
ン
ス
よ
り
二
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
あ
り
、
〈
計
マ
一
、
〇
四
五
・
ミ
ト
ン
で
あ
っ
た
、
転
換
に
つ
い
て
は

コ
ミ
ュ
レ
ッ
ク
ス
社
（
■
フ
ラ
ン
ス
）
や
ア
ラ
イ
ド
社
（
ア
メ
リ
カ
）
、
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
社
（
カ
ナ
ダ
）
、
B
N
F
L
社
（
イ
ギ
リ
ス
）
に
、

濃
縮
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
と
ユ
ー
ロ
デ
ィ
フ
に
依
存
し
て
い
る
。

　
国
内
で
は
ウ
ラ
ン
製
錬
・
転
換
も
ウ
ラ
ン
濃
縮
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
ト
の
段
階
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
岡
山
県
の
人
形
峠
に
立
地
し

て
い
る
。
八
四
年
に
は
天
然
ウ
ラ
ン
四
六
ト
ン
を
国
内
で
製
錬
・
転
換
し
、
さ
ら
に
八
ト
ン
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
が
国
内
で
行
な
わ
れ
た
。
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）

ラ
ン
濃
縮
の
原
型
プ
ラ
ン
ト
も
人
形
峠
に
建
設
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
商
業
規
模
と
し
て
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
は
、
下
北
半
島
（
八
六

年
着
工
、
九
一
年
操
業
開
始
、
一
、
五
〇
〇
ト
ン
S
W
U
）
と
岡
山
県
（
九
〇
年
頃
着
工
予
定
、
一
、
五
〇
〇
ト
ン
S
W
U
）
と
の
「
東
西

　
　
　
　
（
n
）

ニ
ケ
所
体
制
」
で
の
検
尉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
転
換
工
場
は
、
再
処
理
工
場
と
濃
縮
工
場
と
の
橋
渡
し
の
役
割
を
も
果
た
す
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

り
、
下
北
半
島
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
（
九
五
年
頃
操
業
開
始
）
。

　
第
三
段
階
は
再
転
換
・
加
工
で
あ
り
、
濃
縮
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
を
濃
縮
二
酸
化
ウ
ラ
ン
粉
末
に
し
、
さ
ら
に
瀬
戸
物
状
に
焼
固
め
て
ぺ



レ
ッ
ト
に
し
、
さ
ら
に
ジ
ル
カ
ロ
イ
ド
被
覆
管
に
入
れ
た
燃
料
棒
に
構
成
し
、
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
核
燃
料
集
合
体
が
で
き
あ
が
る
。
国

内
で
は
再
転
換
工
場
は
三
菱
原
子
燃
料
（
株
）
東
海
製
作
所
と
日
本
核
燃
料
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
株
）
東
海
工
場
の
二
つ
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
茨
城
県
東
海
村
に
立
地
す
る
。
成
形
加
工
工
場
は
、
三
菱
原
子
燃
料
（
株
）
東
海
裏
作
所
と
日
本
ニ
ユ
ク
リ
ァ
・
フ
ユ
エ
ル
（
株
）

横
須
賀
工
場
、
原
子
燃
料
工
業
（
株
）
熊
取
（
大
阪
府
）
お
よ
び
東
海
製
造
所
の
四
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
加
工
施
設
に
は
濃
縮
ウ
ラ
ン

一、

Z
四
七
ト
ン
、
天
然
ウ
ラ
ン
七
ト
ン
、
劣
化
ウ
ラ
ン
二
五
ト
ン
の
在
庫
が
、
八
四
年
末
現
在
で
あ
っ
た
。

　
第
四
段
階
は
核
物
質
か
ら
核
分
裂
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
発
電
で
あ
る
。
原
発
は
八
五
年
一
〇
月
現
在
で
、
営
業
運
転
中

の
も
の
三
一
基
、
二
、
三
六
三
・
一
万
㎞
、
建
設
中
の
も
の
一
一
基
、
一
、
〇
七
八
．
・
八
万
㎞
、
建
設
準
備
中
の
も
の
六
基
、
六
二
七
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

五
万
㎞
で
あ
り
、
全
体
で
は
四
八
基
、
四
、
〇
六
九
・
四
万
㎞
と
な
る
。
原
発
立
地
の
特
徴
は
詳
細
に
は
次
濁
で
明
ら
か
に
す
る
が
端
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ド
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

に
い
え
ば
「
沿
岸
部
の
過
疎
地
帯
」
に
あ
り
、
第
一
に
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
か
ら
は
一
百
㎞
前
後
離
れ
て
い
る
が
　
地
『

方
都
市
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
福
島
県
浜
通
り
地
区
や
福
井
県
若
狭
地
区
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
集
中
的
な
原
発
立
地

が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
外
洋
に
面
し
た
臨
海
部
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
原
発
（
発
電
炉
）
に
は
八
四
年
で
は
国
内
の
成
形
加
工
工
場
か
ら
濃
縮
ウ
ラ
ン
が
四
、
四
三
〇
伏
ス
一
、
〇
六
八
ト
ツ
）
、
イ

ギ
リ
ス
か
ら
天
然
ウ
ラ
ン
が
四
九
ト
ン
運
び
込
ま
れ
た
。
・
そ
し
て
同
年
一
二
月
末
現
在
で
発
電
所
内
に
は
濃
縮
ウ
ラ
ン
が
四
、
五
一
〇
ト

ン
、
プ
ル
＋
ニ
ウ
ム
が
九
、
七
四
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
天
然
ウ
ラ
ン
が
二
四
五
ト
ン
、
劣
化
ウ
ラ
ン
が
一
ト
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
在
庫
と
し
て
あ

っ
た
。

　
第
五
段
階
は
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
で
あ
る
。
使
用
済
核
燃
料
再
処
理
工
場
は
現
在
の
と
こ
ろ
国
内
で
は
茨
城
県
東
海
村
の
東
海
再

処
理
工
場
一
つ
の
み
で
あ
り
、
七
七
年
九
月
か
ら
八
四
年
三
月
ま
で
の
間
に
累
計
で
一
七
四
ト
ン
の
使
用
済
核
燃
料
を
処
理
し
た
。
し
か

　
　
1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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一
四
四

し
二
七
基
の
原
子
炉
か
ら
は
き
だ
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
は
約
一
、
二
〇
〇
ト
ン
に
達
し
て
お
り
、
原
発
を
「
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し

て
の
確
立
す
る
た
め
に
は
再
処
理
工
場
を
完
成
さ
せ
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
至
上
命
令
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に

八
四
年
に
原
発
か
ら
搬
出
さ
れ
た
再
処
理
用
核
燃
料
は
合
わ
せ
て
一
、
三
二
六
体
で
あ
っ
た
。
国
内
で
の
再
処
理
は
皆
無
で
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
へ
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
〇
体
、
四
二
六
体
の
再
処
理
を
依
頼
し
た
。
な
お
前
年
度
に
は
国
内
再
処
理
実
績
が
あ
り
、
そ
の
量

は
二
・
三
％
に
あ
た
る
三
四
体
で
あ
っ
た
σ

　
原
発
推
進
と
原
子
燃
料
の
「
効
率
的
利
用
」
の
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
大
規
模
な
再
処
理
工
場
を
国
内
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
「
至
上
命
令
」
が
あ
る
。
こ
の
再
処
理
工
場
は
使
用
済
核
燃
料
を
物
理
的
・
化
学
的
処
理
に
よ
っ
て
減
損
ウ
ラ
ン
、
放
射
性
廃
棄

物
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
仕
分
け
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
放
射
性
廃
棄
物
が
高
レ
ベ
ル
の
放
射
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
処
分
が

問
題
と
な
る
。
し
か
も
こ
の
処
理
方
法
は
原
発
と
同
様
に
未
だ
技
術
的
に
完
成
し
て
お
ら
ず
、
東
海
再
処
理
工
場
や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
な
ど
の
再
処
理
工
場
で
事
故
が
あ
い
次
い
で
い
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
日
本
の

六
ヵ
国
に
は
計
画
を
含
め
一
五
の
再
処
理
工
場
が
あ
り
、
・
う
ち
運
転
中
五
、
計
画
中
三
、
建
設
・
改
造
中
二
、
閉
鎖
・
停
止
・
計
画
断
念

五
と
な
つ
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
第
六
段
階
は
放
射
性
廃
棄
物
処
理
で
あ
る
。
放
射
性
廃
棄
物
は
濃
縮
工
場
や
転
換
・
加
工
工
場
、
原
発
、
再
処
理
工
場
な
ど
か
ら
生
ず

る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
再
処
理
工
場
か
ら
で
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
に
区
分
で
き
る
。
濃
縮
工
場
や
転
換
・
加
工
工
場
で

の
お
も
な
発
生
源
は
機
器
の
清
掃
・
保
守
の
際
に
生
じ
る
汚
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
類
や
使
用
済
衣
服
な
ど
で
あ
る
。
原
発
で
の
放
射
性
廃
棄
物

の
主
な
発
生
源
は
床
な
ど
作
業
環
境
の
洗
浄
水
、
冷
却
水
系
を
絶
え
ず
浄
化
す
る
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
フ
ィ
ル
タ
ー
や
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
、

定
期
点
検
時
に
放
射
線
管
理
区
域
内
で
行
な
わ
れ
る
機
器
の
補
修
や
部
品
の
交
換
に
伴
っ
て
発
生
す
る
作
業
員
の
衣
服
、
除
染
用
品
類
で



あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
気
体
と
液
体
、
固
体
と
に
区
分
で
き
る
。
気
体
は
一
時
貯
留
し
放
射
能
を
減
衰
さ
せ
、
フ
ィ
ル
タ
ー
で

放
射
性
物
資
を
除
去
し
、
モ
ニ
タ
ー
で
測
定
し
て
排
気
筒
か
ら
排
出
す
る
。
液
体
は
洗
濯
水
と
そ
れ
以
外
の
洗
浄
水
と
に
区
分
け
さ
れ
、

前
者
は
ろ
化
・
測
定
し
冷
却
用
海
水
で
う
す
め
て
海
に
排
出
す
る
。
後
者
は
蒸
発
濃
縮
し
、
残
っ
た
廃
液
は
貯
蔵
タ
ン
ク
で
放
射
能
を
減

．
衰
さ
せ
た
の
ち
、
セ
メ
ン
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
固
め
て
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
て
発
電
所
内
の
貯
蔵
庫
に
保
管
す
る
。
固
体
は
可
燃
性
の
も

の
は
焼
却
灰
で
、
不
燃
性
は
圧
縮
処
理
後
ド
ラ
ム
缶
に
貯
蔵
す
る
。
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
八
四
年
度
末
現
在
で
二
百
リ
ッ
ト
ル
ド
．

ラ
ム
缶
で
五
八
二
千
本
に
達
し
て
い
る
。
貯
蔵
施
設
の
余
裕
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
焼
却
化
や
高
圧
縮
化
さ
ら
に
は
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

．
改
良
に
よ
っ
て
発
生
量
の
減
容
量
化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
例
え
ば
東
京
電
力
福
島
．
第
一
原
発
や
第
二
原
発
で
は
、

気
体
排
出
口
や
温
排
水
口
に
近
い
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
四
半
期
空
間
積
算
線
量
が
い
ず
れ
も
構
内
で
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
）

離
れ
た
内
陸
部
に
あ
る
そ
れ
よ
り
も
、
常
に
二
な
い
し
三
、
ミ
リ
レ
ム
高
く
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
増
加
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
。
　
「
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
「
ト

イ
レ
」
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
が
陸
地
処
分
と
海
洋
処
分
と
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
科
学
技
術
庁
が
七
六
年
に
東
京
か
ら
南
東
約

九
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
マ
リ
ア
ナ
か
ち
北
一
千
一
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
南
太
平
洋
で
試
験
的
投
棄
処
分
を
計
画
し
た
が
、
八
三
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
ロ
ン
ド
ン
条
約
に
よ
る
一
時
停
止
決
議
や
南
太
平
洋
諸
国
の
強
い
反
発
を
受
け
て
、
事
実
上
凍
結
し
た
。
他
方
に
お
い
て
低
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
理
の
場
所
を
陸
地
に
求
め
て
い
た
。
し
か
し
「
核
の
ゴ
ミ
箱
」
と
し
て
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
立
地
は
地
域
を
永
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
人
類
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
り
、
前
掲
第
一
一
図
に
み
る
よ
う
に
沖
縄
県
の
西
表
島
や
鹿
児
島
県
の
徳
之
島
、
佐
賀
県
の
平
戸
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

北
海
道
の
奥
尻
島
な
ど
の
離
島
で
は
そ
の
立
地
を
拒
否
さ
れ
て
い
た
。

　
　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五



　
　
－
論
　
　
　
　
文
1
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
四
六

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
ウ
ラ
ン
濃
縮
や
再
処
理
工
場
と
と
も
に
青
森
県
む
つ
小
川
原
六
ケ
所
村
に
そ
の
立
地
が
決
定
さ
れ
た
。
僻
地
の
な
か

で
む
つ
小
川
原
に
立
地
を
決
定
湿
た
の
は
、
そ
こ
の
開
発
地
域
の
工
業
用
地
の
大
半
が
売
れ
残
っ
て
い
た
こ
と
や
、
東
通
村
に
東
北
、
東

京
両
電
力
が
原
発
用
地
と
し
て
九
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
用
地
を
買
収
し
て
お
り
、
こ
れ
ち
広
大
な
未
利
用
地
を
か
か
え
る
企
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
〕

負
担
軽
減
を
も
目
論
ん
で
い
た
こ
と
、
ま
た
漁
業
問
題
も
す
で
に
解
決
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
も
ち
乃
ん
、
こ
の
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
の
誘
致
は
こ
れ
ま
で
の
原
発
立
地
推
進
と
同
様
に
、
経
済
的
に
貧
困
な
地
域
に
狙
い
を
つ
け
て
「
バ
ラ
色
の
地
域
振
興
」
を
ふ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ま
き
つ
つ
、
し
か
も
充
分
な
住
民
の
合
意
を
得
ず
に
政
治
的
に
強
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
問
題
を
残
し
た
。
再
処
理
技
術
が
未

確
立
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
再
処
理
施
設
と
い
う
名
の
も
と
で
実
質
的
な
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
施
設
に
し
て
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
ロ

う
と
い
う
点
に
何
よ
り
も
問
題
が
あ
る
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
再
処
理
過
程
か
ら
廃
液
の
形
で
発
生
す
る
。
こ
れ
に
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
や
セ
シ
ウ
ム
、
ア
メ
シ
ウ
ム
な

ど
の
超
長
寿
命
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
る
の
で
、
ガ
ラ
ス
固
定
化
し
て
貯
蔵
し
、
最
終
的
に
は
地
層
処
分
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

終
処
分
施
設
立
地
点
と
し
て
北
海
道
天
塩
郡
幌
延
町
が
選
定
さ
れ
、
住
民
と
科
学
者
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
調
査
の
見
切
り
発
車
が
強
行

さ
れ
禰

　
第
七
段
階
は
再
処
理
施
設
で
分
離
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
製
造
施
設
で
加
工
し
、
高
速
増
殖
炉
で
発
電
を
行
な

う
邊
で
舞
高
速
増
殖
繧
八
五
年
讐
フ
ン
ス
で
は
実
戴
の
出
義
蒙
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
二
・
δ
年
蓼

目
途
に
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
、
実
験
炉
「
常
陽
」
　
（
最
大
熱
出
力
一
〇
万
㎞
）
が
七
七
年
に
茨
城
県
東
海
村
で
完
成
し
た
。
ざ
ら
に
原

型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
（
二
八
万
㎞
）
が
九
二
年
を
臨
界
に
至
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
福
井
県
敦
賀
市
の
若
狭
湾
岸
で
そ
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
速
増
殖
炉
の
実
用
化
ま
で
の
つ
な
ぎ
を
も
か
ね
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン
混
合
酸
化
物
を
燃
料
と
し
た
新
型

、

、



転
換
炉
（
A
R
T
）
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
原
型
炉
「
ふ
げ
ん
」
　
（
一
六
・
五
万
㎞
）
は
福
井
県
敦
賀
市
の
若
狭
湾
岸
に
建
設
さ

馳
、
七
九
年
三
月
に
運
転
を
開
始
し
た
。
実
証
炉
は
九
四
年
の
臨
界
を
め
ざ
し
て
青
森
県
下
北
半
島
大
間
で
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン
混
合
酸
化
物
燃
料
の
原
料
と
な
る
M
O
x
粉
末
は
従
来
は
外
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
が
、
独
自
技
術
の
開
発

に
よ
り
東
海
再
処
理
工
場
か
ら
得
ら
れ
る
硝
酸
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶
液
か
ら
転
換
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン

混
合
酸
化
物
（
M
O
x
）
燃
料
加
工
の
研
究
開
発
は
茨
城
県
東
海
村
に
あ
る
動
力
炉
・
核
燃
料
事
業
団
東
海
事
業
所
で
行
な
わ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肥
）

り
、
新
型
炉
燃
料
と
し
て
の
加
工
実
績
も
七
〇
ト
ン
を
超
え
、
我
潰
国
は
世
界
的
に
み
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
し
か
し
高
速
増
殖
炉

の
燃
料
再
処
理
に
つ
い
て
は
東
海
村
の
動
力
炉
・
核
燃
料
事
業
団
東
海
事
業
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
一
日

の
能
力
で
、
実
験
室
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
原
子
力
発
電
を
「
準
国
産
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
完
結
を
保
証
す
る
各
施
設
が

国
内
で
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
完
結
の
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
本
格
的
な
再
処
理
工
場
と
放
射
性
廃
棄
物
処
理
場

と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
再
処
理
工
場
と
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理
場
が
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
の
濃
縮
工
場
と
と
も
に
本
州
最
北
端

の
下
北
半
島
六
ケ
所
村
に
そ
の
立
地
が
強
引
に
決
定
さ
れ
た
背
景
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理
場

の
調
査
が
北
海
道
幌
延
町
で
強
行
さ
れ
た
の
も
こ
れ
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
強
行
を
ゆ
る
し
た
地
域
的
条
件
は
一

体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
過
去
に
お
い
て
原
発
の
安
全
性
へ
の
疑
問
を
体
制
的
に
は
振
り
切
ら
せ
て
き
た
要
因
は
何
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
解
く
一
つ
の
鍵
は
国
の
地
域
政
策
に
求
め
ら
れ
る
。

　
（
1
）
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
六
年
七
月
五
日
。

］
（
2
）
　
そ
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
国
土
庁
計
画
・
調
整
局
『
地
域
産
業
お
こ
し
を
め
ざ
し
て
1
三
全
総
フ
ォ
・
ー
ア
ッ
プ
作
業
一
』
八
三
年
六
月
、
を

　
　
1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
レ
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一
四
七
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一
四
八

　
　
参
照
。

（
3
）
　
一
シ
ョ
ー
ト
ト
ン
は
○
・
九
〇
七
メ
ト
リ
ッ
ク
ト
ン
で
あ
る
。

（
4
）
　
日
本
原
子
力
産
乗
会
議
『
原
子
力
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
　
昭
和
六
一
年
版
』
一
九
八
五
年
一
二
月
、
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
図
（
六
六
ペ
ー
ジ
）
に

　
　
よ
り
換
算
し
た
も
の
。

（
5
）
　
原
子
力
委
員
会
『
原
子
力
年
報
　
昭
和
三
七
年
度
版
』
一
四
ニ
ペ
ー
ジ
。

（
6
）
　
原
子
コ
委
員
会
『
原
子
力
年
報
　
昭
和
三
三
～
三
四
年
版
』
二
〇
ニ
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
　
注
（
6
）
と
同
じ
。

（
8
）
　
原
子
力
委
員
会
編
『
昭
和
五
四
年
版
　
原
子
力
白
書
』
一
九
八
ぺ
ー
ジ
。
な
お
人
形
峠
に
は
平
均
品
位
0
．
〇
五
三
％
で
鉱
量
三
、
　
七
三
七
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
コ

　
　
ト
ン
（
砺
q
で
二
、
一
四
五
シ
ョ
ー
ト
ト
ン
）
、
平
均
品
位
O
・
一
〇
〇
％
で
鉱
量
七
〇
七
千
ト
ン
（
U
O
で
八
O
八
シ
ョ
ー
ト
ト
ン
）
　
の
資
源

　
　
量
が
あ
る
。

（
9
）
　
原
子
力
委
員
会
編
『
昭
和
五
九
年
版
　
原
子
力
白
書
』
二
二
一
ぺ
ー
ジ
。
な
お
東
濃
に
は
平
均
品
位
○
．
〇
五
三
％
で
鉱
量
一
〇
、
八
六
三
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
コ

　
　
ト
ン
（
銑
q
で
六
、
五
五
六
シ
ョ
ー
ト
ト
ン
）
、
平
均
品
位
O
・
一
〇
〇
％
で
鉱
量
二
、
九
一
七
千
ト
ン
（
U
O
で
三
、
二
〇
一
シ
ョ
ー
ト
ト

　
　
ン
）
の
資
源
量
が
あ
る
。

（
1
0
）
　
「
日
本
経
済
新
聞
」
一
九
八
四
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
1
1
）
　
「
日
本
経
済
新
聞
」
八
四
年
九
月
一
三
日
。
S
W
U
は
ω
8
震
鶉
マ
。
妻
。
詩
q
ロ
＃
の
略
字
で
、
　
（
濃
縮
）
分
離
作
業
単
位
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
東
西
二
基
地
」
体
制
は
事
故
に
対
す
る
安
全
装
置
的
役
割
を
も
つ
が
、
そ
れ
以
上
に
東
京
電
力
と
関
西
電
力
と
の
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
核
燃
料

　
　
サ
イ
ク
ル
を
持
ち
た
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

（
1
2
）
　
「
日
本
経
済
新
聞
」
八
四
年
一
〇
月
一
八
日
。

（
1
3
）
　
こ
れ
は
『
電
気
事
業
審
議
会
需
給
部
会
中
間
報
告
』
で
計
画
し
て
い
る
一
九
九
〇
年
の
三
千
四
百
万
㎞
は
超
え
る
も
の
の
、
九
五
年
の
目
標
四



　
　
千
八
百
万
㎞
に
は
ま
だ
及
ば
な
い
。
商
業
炉
の
他
に
研
究
開
発
段
階
発
電
炉
が
二
基
あ
り
、
運
転
中
一
基
（
一
六
．
五
万
㎞
）
、
建
設
中
一
基

　
　
（
二
八
．
0
万
㎞
）
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
政
策
科
学
研
究
所
『
地
域
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
地
域
開
発
効
果
に
関
す
る
調
査
』
一
九
八
一
年
三
月
。

（
1
5
）
　
科
学
技
術
庁
『
放
射
性
廃
棄
物
一
そ
の
発
生
源
か
ら
安
全
な
処
理
処
分
ま
で
一
』
一
九
八
四
年
三
月
。

（
1
6
）
　
中
部
電
力
は
浜
岡
原
発
講
内
に
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固
化
装
置
を
四
五
億
円
で
建
設
し
た
。
セ
メ
ン
ト
固
化
に
比
較
し

　
　
て
容
積
を
六
分
の
一
に
圧
縮
で
き
る
（
「
日
本
経
済
新
聞
」
八
三
年
六
月
三
日
）
。
東
京
電
力
は
福
島
第
一
原
発
構
内
に
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

　
　
の
高
性
能
集
中
処
理
施
設
を
五
百
億
円
投
じ
て
っ
く
っ
た
。
こ
の
施
設
で
は
ア
ー
モ
ン
ド
状
の
ペ
レ
ッ
ト
圧
縮
化
で
、
発
生
量
を
従
来
の
六
割
に

　
　
減
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（
「
日
本
経
済
新
聞
」
八
四
年
八
月
二
日
）
。

（
1
7
）
　
福
島
県
原
子
力
発
電
所
安
全
確
保
技
術
連
絡
会
『
昭
和
五
七
年
度
原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
放
射
能
測
定
結
果
報
告
書
』
一
九
八
三
年
一
二

　
　
月
、
六
三
ペ
ー
ジ
及
び
七
一
却
、
ー
ジ
。
ま
た
他
の
年
度
で
も
同
様
の
傾
向
を
指
摘
で
き
る
。

（
1
8
）
　
「
日
本
経
済
新
聞
」
八
五
年
一
月
一
五
日
。

（
1
9
）
　
「
朝
日
新
聞
」
八
O
年
八
月
二
八
日
。

（
2
0
）
　
「
朝
日
新
聞
」
八
○
年
二
月
一
八
日
。

（
2
1
）
　
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
」
問
題
を
考
え
る
文
化
人
・
科
学
者
の
会
『
青
森
県
六
ケ
所
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
一
科
学
者
か
ら
の
警
告
1
』
一

　
　
九
八
六
年
四
月
。

（
2
2
）
　
「
日
本
経
済
新
聞
」
八
五
年
四
月
一
八
日
。

（
2
3
）
　
八
五
年
ま
で
の
動
き
は
、
末
永
洋
一
「
む
つ
小
川
原
開
発
計
画
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
一
六
ケ
所
村
内
の
住
民
運
動
．
住
民
の
対
応
を
中
心

　
　
に
一
」
日
本
科
学
者
会
議
青
森
支
部
『
青
森
の
科
学
者
』
第
六
号
、
一
九
八
六
年
六
月
、
二
一
～
三
一
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
伊
藤
敬
一
「
下
北
半
島

　
　
の
開
発
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
」
日
本
科
学
者
会
議
北
海
道
支
部
『
核
廃
棄
物
施
設
と
地
域
政
策
一
〈
幌
延
問
題
V
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九



1
論
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

　
　
一
」
一
九
八
六
年
三
月
、
七
一
～
八
五
ペ
ー
ジ
。

（
2
4
）
　
「
こ
の
他
に
、
英
仏
へ
の
委
託
再
処
理
に
と
も
な
う
返
還
廃
棄
物
の
輸
送
は
、
英
国
の
B
N
F
」
社
か
ら
高
・
中
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
四
万
二
千

　
　
本
、
仏
国
の
C
O
G
E
M
A
社
か
ら
二
万
本
程
度
（
い
ず
れ
も
使
用
済
燃
料
一
六
〇
〇
M
T
U
分
の
再
処
理
で
発
生
）
が
返
さ
れ
る
と
予
測
し
て

　
　
い
る
。
」
青
柳
長
紀
「
使
用
済
核
燃
料
と
放
射
性
廃
棄
物
の
輸
送
問
題
－
輸
送
は
果
た
し
て
安
全
に
行
な
い
う
る
の
か
一
」
『
核
燃
料
サ
イ
グ
ル

　
　
施
設
と
地
域
・
住
民
（
第
一
二
回
原
子
力
発
電
問
題
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
梗
概
集
』
日
本
科
学
者
会
議
、
一
九
八
六
年
八
月
、
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
2
5
）
　
幌
延
に
お
け
る
地
質
学
お
よ
び
住
民
の
意
識
、
地
域
開
発
な
ど
に
お
け
を
問
題
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
器
）
日
本
科
学
者
会
議
北
海
道
支
部
。

（
2
6
）
　
「
日
本
経
済
新
聞
」
八
五
年
一
〇
月
三
一
日
。

（
2
7
）
　
「
高
速
増
殖
炉
は
、
燃
や
し
た
燃
料
よ
り
も
、
も
っ
と
多
く
の
新
し
い
燃
料
を
作
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
原
子
炉
で
す
。
し
た
が
っ
て
軽
水
炉

　
　
よ
り
も
ウ
ラ
ン
を
数
十
倍
有
効
に
利
用
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
」
　
（
科
学
技
術
庁
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
日
本
の
原
子
力
開
発
利
用
』
）

（
％
）
　
原
子
力
委
員
会
編
『
昭
和
五
九
年
原
子
力
白
書
』
一
九
八
五
年
一
月
、
二
一
四
ペ
ー
ジ
。

、

　
②
　
原
発
立
地
推
進
の
た
め
の
地
域
政
策
展
開
l
I
福
島
県
浜
通
り
双
葉
地
区
を
主
に
t

　
原
子
力
諸
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
て
立
地
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
立
地
す
る
地
点
が
国
民
経
済

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
も
た
さ
れ
て
い
る
が
、
他
面
に
お
い
て
国
民
経
済
に
と
っ
て
必
要
な
限
り
で
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
幡
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
多
様
な
可
能
性
を
も
つ
「
地
域
」
が
一
面
的
な
利
用
を
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
そ
れ
は
電
力
資
本
の
利
潤
追
求
の
場
と
し
て
「
地
域
」
が
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
炉
進
め
ば
す
す
む
ほ
ど
生
活
者
と

し
て
の
住
民
や
地
元
の
中
小
企
業
な
い
し
は
自
営
業
者
と
の
間
で
矛
盾
が
深
ま
り
、
地
域
問
題
が
生
じ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
原

子
力
施
設
の
設
置
は
莫
大
な
資
金
投
下
を
伴
っ
て
お
り
、
地
域
の
社
会
経
済
構
造
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
安
全
性
問
題
へ



の
対
処
を
ふ
く
め
て
立
地
推
進
の
た
め
に
は
強
力
な
地
域
政
策
の
展
開
が
不
可
欠
と
な
る
。
　
．

　
日
本
の
原
子
力
政
策
の
展
開
を
原
発
立
地
推
進
の
た
め
の
地
域
政
策
の
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
第
一
は
一
九
六
二
年
ま
で
の

地
域
政
策
の
な
か
っ
た
時
期
、
第
二
は
六
三
年
か
ら
七
三
年
ま
で
で
原
子
力
発
電
所
立
地
調
査
が
行
わ
れ
、
東
海
地
区
原
子
力
地
帯
の
整

備
が
行
わ
れ
た
時
期
、
第
三
は
電
源
三
法
に
基
づ
く
原
子
力
施
設
周
辺
地
域
の
整
備
の
始
ま
っ
た
七
四
年
か
ら
の
八
○
年
ま
で
の
時
期
、

第
四
は
電
源
三
法
の
運
用
の
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
八
一
年
以
降
時
期
の
四
段
階
に
区
分
で
き
る
。
こ
こ
で
は
原
発
先
進
地
域

と
し
て
の
福
島
県
、
お
よ
び
大
熊
町
を
中
心
と
し
た
浜
通
り
双
葉
地
区
を
と
り
あ
げ
、
．
関
連
す
る
他
地
域
の
例
も
取
り
上
げ
な
が
む
、
国
、

県
、
町
村
で
の
地
域
政
策
の
展
開
過
程
を
検
討
し
た
い
。

　
　
①
　
個
別
的
立
地
対
策
の
時
期

　
一
九
六
二
年
ま
で
の
第
一
期
は
原
発
立
地
が
具
体
的
な
日
程
に
上
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
原
子
力
政
策
は
原
子
炉
の
実
用
化
に
集

中
し
て
お
り
、
立
地
推
進
対
策
と
し
て
の
地
域
政
策
は
ま
だ
考
え
ら
れ
て
い
な
か
づ
た
。
一
九
五
四
年
に
「
原
子
力
基
本
法
」
が
制
定
さ

れ
、
五
九
年
一
一
月
に
日
本
原
子
力
発
電
（
株
）
が
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
ー
ル
型
原
発
（
東
海
発
電
所
）
を
茨
城
県
東
海
村
に
立
地
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
し
（
六
一
年
に
建
設
開
始
、
六
五
年
に
初
発
電
）
、
六
一
年
に
は
同
じ
く
日
本
原
子
力
発
電
（
株
）
が
商
業
発
電
を
目
的
と
し

え
軽
水
炉
型
原
発
を
福
井
県
敦
賀
市
（
敦
賀
発
電
所
）
に
立
地
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
よ
う
に
原
子
力
発
電
実
用
化
の
前
段
階
の

時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
地
域
政
策
が
必
要
で
な
か
っ
た
の
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
含
め
て
原
発
立
地
に
対
す
る
住
民
の
反
対
運
動

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ぢ
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
先
ず
福
島
県
浜
通
り
に
あ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
立
地
・
誘
致
過
程
か
ら
た
ど
っ
■
て
お
こ
う
。
東
京
電
力
は
「
米

国
で
の
経
験
で
、
原
子
力
が
火
力
発
電
に
十
分
対
抗
で
き
る
こ
と
、
大
容
量
へ
の
技
術
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
、
将
来
の
電
源
は
原
子

　
　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
．
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
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文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
石
油
に
比
べ
て
核
燃
料
の
方
が
少
な
い
外
貨
で
す
む
こ
と
」
か
ら
一
九
五
〇
年
代
後
半
よ
り
「
供
給

区
域
を
は
じ
め
隣
接
地
域
を
含
め
て
、
広
範
な
立
地
調
査
を
実
施
し
た
が
、
東
京
湾
沿
岸
、
神
奈
肝
県
、
房
総
地
区
で
広
大
な
用
地
を
入

・
手
す
る
こ
と
は
、
人
口
密
度
、
立
ち
退
き
家
屋
数
、
設
計
震
度
な
ど
の
諸
点
か
ら
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
需
要
地
に
比
較
的
近
接
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

候
補
地
と
し
て
、
茨
城
県
、
福
島
県
の
沿
岸
に
着
目
し
、
東
海
村
を
は
じ
め
大
熊
町
な
ど
数
地
点
を
調
査
し
、
比
較
検
討
を
加
え
」
て
い

た
。

　
他
方
、
福
島
県
は
潜
行
し
て
非
常
に
熱
心
な
誘
致
運
動
を
行
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
県
は
「
（
昭
和
）
三
三
年
に
は
、
商
工
労
働
部
開

発
課
に
命
じ
て
原
子
力
発
電
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
研
究
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
（
昭
和
）
三
五
年
に
は
原
子
力
産
業
会
議
に
入
会
、

企
画
開
発
担
当
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
．
県
独
自
の
立
場
か
ら
双
葉
郡
内
の
数
か
所
の
適
地
に
つ
い
て
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
を
検
討

し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
大
熊
町
と
双
葉
町
の
境
に
あ
り
、
太
平
洋
に
面
す
る
海
岸
段
丘
上
の
旧
陸
軍
航
空
隊
基
地
で
、
戦
後
は
一
時
製
塩

業
が
行
わ
れ
て
い
た
平
坦
地
約
一
九
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
地
域
を
最
有
力
地
点
と
し
て
誘
致
す
る
案
を
た
て
、
当
社
（
東
京
電
力
）
に

　
　
　
（
3
）

打
診
し
」
た
の
で
あ
る
。
東
京
電
力
は
こ
れ
を
う
け
て
一
九
六
〇
年
八
月
に
こ
の
区
域
を
確
保
す
る
方
針
を
き
め
、
県
知
事
に
用
地
斡
旋

を
要
請
し
た
。
県
知
事
は
こ
れ
を
積
極
的
に
う
け
て
同
年
一
一
月
に
原
発
誘
致
計
画
を
発
表
し
、
翌
六
一
年
二
月
に
は
大
熊
町
と
双
葉
町

が
「
東
京
電
力
株
式
会
社
が
…
元
飛
行
場
跡
地
を
物
色
し
て
い
る
と
の
情
報
に
…
積
極
的
協
力
の
態
度
を
示
し
、
県
及
び
東
京
電
力
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
、
用
地
買
収
及
び
受
入
れ
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
協
力
」
し
、
大
熊
町
が
九
月
一
九
日
に
双
葉
町
が
一
〇
月
二
二
日
に
町
議
会
で
誘
致

決
議
を
お
こ
な
っ
た
。

　
大
熊
町
が
原
発
立
地
を
誘
致
し
た
の
は
、
一
方
に
お
い
て
木
村
福
島
県
知
事
の
役
割
が
大
き
い
わ
け
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
一
九

五
八
年
の
町
村
合
併
（
大
野
村
と
態
町
村
）
の
際
に
策
定
さ
れ
た
「
大
熊
町
建
設
計
画
」
が
町
財
政
の
極
端
な
悪
化
で
計
画
ど
お
り
運
用



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
み
の
が
せ
な
い
。
原
発
立
地
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
の
推
移
を
町
議
会
議
事
録
か
ら
お
う
と
、
六
一
年

九
月
一
九
日
の
臨
時
町
議
会
で
誘
致
と
事
業
促
進
に
全
面
的
な
協
力
を
う
た
っ
た
「
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
促
進
に
つ
い
て
」
が
提
案
さ

れ
、
さ
ら
に
「
こ
の
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
下
火
に
な
り
、
以
前
に
つ
い
て
も
建
設
に
つ
い
て
大
同
小
異
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
秘
密
事
項
等
、
又
、
色
々
折
衝
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、
強
力
な
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
■
た
ら
ど
う
か
」

と
の
町
議
が
だ
さ
れ
、
九
月
三
〇
日
の
臨
時
町
議
会
で
正
副
議
長
と
三
人
の
議
員
か
ら
な
る
「
大
熊
町
原
子
力
発
電
所
建
設
促
進
特
別
委

員
会
」
が
発
足
し
た
。
ま
た
同
日
、
大
熊
町
長
お
よ
び
町
議
会
議
長
以
下
一
六
名
の
町
議
会
議
員
は
、
　
「
東
京
電
力
株
式
会
社
原
子
力
発

電
所
を
当
地
に
設
置
す
る
際
は
、
こ
れ
に
必
要
な
用
地
は
当
町
の
責
任
に
お
い
て
一
切
引
受
け
円
満
に
買
収
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
誓
約

書
に
連
署
し
た
。

　
福
島
土
地
開
発
公
社
は
大
熊
町
双
葉
町
の
両
町
会
議
員
よ
り
構
成
さ
れ
た
合
同
の
開
発
特
別
委
員
会
に
用
地
買
収
の
基
本
方
針
を
六
二
．

年
五
月
に
説
明
し
、
さ
ら
に
部
落
公
民
館
に
地
権
者
二
九
〇
人
全
員
を
集
め
東
京
電
力
の
原
発
立
地
計
画
を
説
明
し
、
協
力
を
要
請
し
た
。

そ
の
際
地
権
者
か
ら
は
、
H
放
射
能
の
安
全
性
に
つ
い
て
δ
懸
念
、
口
薪
炭
採
草
地
の
喪
失
、
日
開
拓
農
家
の
営
農
経
営
、
四
買
収
土
地

価
格
の
格
差
、
国
税
関
係
、
因
東
京
電
力
株
式
会
社
が
直
接
買
収
す
る
国
土
計
画
興
業
株
式
会
社
所
有
地
の
買
収
価
格
、
等
に
つ
い
て
の

質
問
が
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
日
世
界
各
地
の
原
子
力
に
よ
る
平
和
利
用
状
況
を
説
明
、
口
町
長
の
責
任
に
お
い
て
国
有
林

の
払
い
下
げ
を
強
力
に
進
め
る
、
日
土
地
代
金
以
外
の
補
償
金
を
も
っ
て
救
済
す
る
、
圏
原
則
と
し
て
土
地
価
格
の
格
差
は
つ
け
な
い
、

国
特
定
公
共
事
業
の
認
定
を
受
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
、
因
民
有
地
と
同
一
価
格
で
買
収
す
る
よ
う
に
東
京
電
力
株
式
会
社
に
確
約
さ
せ

る
、
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
に
は
大
熊
町
長
立
ち
合
い
の
個
別
折
衝
で
地
権
者
全
員
か
ら
承
諾
書
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
双

葉
町
の
地
権
者
は
大
熊
町
の
地
権
者
と
の
交
渉
過
程
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
た
の
で
問
題
な
く
土
地
買
収
が
す
す
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

　
　
1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
、
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，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四

約
三
二
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
発
電
所
用
地
に
約
五
億
円
、
約
八
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
社
宅
地
外
に
二
四
八
○
万
円
が
支
払
わ
れ
た
。
買

収
用
地
の
内
訳
は
、
水
田
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
三
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
山
林
原
野
二
六
八
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
他
一
・
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
山
林
原
野
で
あ
っ
た
。
移
転
家
屋
は
わ
ず
か
一
一
戸
で
あ
り
、
移
転
補
償
金
は
宅
地
込
み
で
総
額
一
五
〇

　
　
　
　
　
　
（
6
）

○
万
円
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
六
六
年
一
二
月
に
は
原
子
力
発
電
所
の
地
先
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
五
・
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

海
域
の
漁
業
権
の
消
滅
が
約
一
億
円
の
漁
業
補
償
で
成
立
し
た
。
こ
の
交
渉
過
程
で
は
反
対
の
意
志
を
示
し
た
も
の
も
い
た
が
、
　
「
東
京

電
力
株
式
会
社
及
び
福
島
県
開
発
公
社
が
、
放
射
能
に
よ
ゐ
危
険
は
な
い
こ
と
、
冷
却
水
の
温
度
差
に
よ
る
大
き
な
被
害
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
、
を
強
調
し
、
た
だ
、
共
同
漁
業
権
の
祷
償
は
、
大
量
の
冷
却
水
に
よ
る
自
然
海
流
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
、
の
説
明
で
」
納
得
し
、
問
題
ら
し
い
問
題
は
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
原
発
の
安
全
性
問
題
が
ま
だ
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
買
収
対
象
地
域
に
は
人
家
が
一
一
軒
し
か

な
く
農
業
的
土
地
利
用
も
疎
ら
で
あ
っ
た
こ
と
、
地
元
に
漁
港
が
な
く
漁
業
が
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

財
政
の
貧
困
が
あ
っ
た
－
同
様
な
原
発
立
地
決
定
過
程
は
福
井
県
敦
賀
・
美
浜
原
発
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1
）
一
東
京
電
力
社
史
編
集
委
員
会
『
東
京
電
力
三
十
年
史
』
一
九
八
三
年
三
月
、
五
六
一
ぺ
ー
ジ
。

　
（
2
）
　
前
掲
注
（
1
）
五
六
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
（
3
）
　
前
掲
注
（
1
）
五
六
二
ぺ
ー
ジ
。

　
（
4
）
　
福
島
県
保
健
環
境
部
『
原
子
力
行
政
の
あ
ら
ま
し
、
昭
和
六
〇
年
度
』
一
九
八
五
年
三
月
、
五
ペ
ー
ジ
。
町
へ
の
は
た
ら
き
か
け
等
は
田
中
清

　
　
　
太
郎
前
双
葉
町
長
の
回
顧
録
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
昭
和
三
八
年
秋
、
町
長
就
任
間
も
な
い
私
は
、
志
賀
秀
正
大
熊
町
長
と
と
も



　
　
　
に
、
県
か
ら
平
（
い
わ
き
市
）
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
　
『
松
本
』
楼
で
の
県
企
画
部
長
菅
野
光
秋
氏
と
の
会
見
で
、
初
め
て
原
子
力
発
電

　
　
　
所
の
構
想
が
示
さ
墾
の
で
あ
る
・
そ
れ
嵜
、
三
七
讐
2
、
当
時
の
知
事
佐
藤
董
郎
氏
が
長
蓑
の
敷
夢
見
る
募
集
町
さ
墾

　
　
　
こ
と
が
あ
る
が
、
浪
江
室
原
橋
で
ジ
レ
プ
に
乗
り
換
え
る
な
ど
の
方
法
で
、
極
め
て
隠
密
的
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
盤
調

　
　
　
査
や
地
下
水
調
査
が
行
な
わ
れ
を
と
は
平
で
の
会
見
で
内
聞
し
を
急
で
あ
っ
た
．
」
（
『
躍
進
－
双
葉
町
合
併
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
4
』

　
　
　
一
九
八
一
年
三
月
、
．
双
葉
町
、
四
三
ペ
ー
ジ
）
。

　
（
5
）
　
大
熊
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
熊
町
史
　
第
一
巻
　
通
史
』
一
九
八
五
年
三
月
、
四
〇
八
ぺ
ー
ジ
。
以
下
の
議
会
議
事
録
関
係
の
引
用
は
同
書
に

　
　
　
よ
る
。

　
（
6
）
　
前
掲
注
（
5
）
八
三
三
～
六
ペ
ー
ジ
。

　
（
7
）
　
前
掲
注
（
5
）
八
三
六
ペ
ー
ジ
。

　
（
8
）
日
本
弁
護
士
連
合
会
公
害
対
策
奮
会
『
福
藁
蓑
地
区
原
勇
開
発
実
鶉
査
報
告
書
』
充
七
六
年
賀
、
一
三
西
ず
ジ
．

　
　
②
　
地
域
政
策
の
萌
芽
期

第
二
期
は
六
三
年
竃
七
三
廷
か
断
て
で
あ
り
、
地
域
政
策
の
萌
芽
の
時
期
で
あ
る
．
一
九
六
四
年
度
の
『
原
勇
開
発
利
用
茱

計
画
』
は
「
初
期
段
階
に
お
い
て
必
要
な
開
発
体
制
お
よ
び
施
設
の
整
備
を
ほ
ぼ
終
わ
り
、
今
後
に
お
け
る
開
発
の
推
進
に
必
要
な
一
、
応

の
基
盤
を
確
立
し
」
　
「
今
や
第
二
の
段
階
を
迎
え
て
．
い
る
と
言
っ
ズ
も
過
言
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
そ
の
具
体
化
の
第
一
と
し
て
原
子
炉

の
商
用
化
に
あ
た
っ
て
の
原
発
立
地
点
の
調
蓑
国
家
レ
ベ
宅
開
始
さ
れ
た
．
原
発
立
地
点
の
璽
を
進
め
建
あ
た
っ
て
は
原
子
力

委
員
会
が
六
四
年
五
月
に
決
定
し
た
「
原
子
炉
立
地
審
査
指
針
お
よ
び
そ
の
運
用
に
関
す
る
判
断
の
め
や
す
に
つ
い
て
」
が
そ
の
基
本
と

さ
れ
た
。
原
子
炉
立
地
審
査
指
針
は
「
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
が
、
陸
上
に
定
置
す
る
原
子
炉
の
安
全
審
査
の
際
、
万
一
の
事
故
に
関

連
レ
て
・
そ
の
立
地
条
件
の
適
否
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
を
」
と
し
、
原
則
的
立
地
を
最
悪
の
事
故
を
仮
定
（
仮
想
事
故
）
し
て

　
　
1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
1
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
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一
五
六

も
「
国
民
遺
伝
線
量
に
対
す
る
影
響
が
十
分
に
小
さ
」
く
す
る
こ
と
に
お
き
、
立
地
審
査
の
指
針
と
し
て
、
　
（
1
）
原
子
炉
の
周
囲
は
原

子
炉
か
ら
あ
る
距
離
の
範
囲
が
非
居
住
区
域
で
あ
る
こ
と
、
　
（
2
）
原
子
炉
か
ら
あ
る
距
離
の
範
囲
で
あ
っ
て
、
非
居
住
区
域
の
外
側
の

地
帯
は
低
人
口
地
帯
で
あ
る
こ
と
、
　
（
3
）
原
子
炉
敷
地
は
人
口
周
密
地
帯
か
ら
あ
る
距
離
だ
け
は
な
れ
て
い
る
こ
と
、
等
を
あ
げ
て
い

る
。　

も
ち
ろ
ん
こ
の
（
1
）
か
ら
（
3
）
の
指
針
の
具
体
的
な
基
準
け
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
質
、
気
象
条
件
等
を
調
査
項
目
と
し
た
原

発
立
地
調
査
が
一
九
六
三
年
度
か
ら
全
国
的
に
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
。
六
三
～
七
八
年
度
の
一
六
年
間
に
三
九
ケ
所
が
調
査
さ
れ
た
。
ま

た
第
一
〇
図
に
み
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
以
外
の
地
点
で
も
多
く
の
原
発
立
地
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
は

い
ず
れ
も
外
洋
に
面
し
た
臨
海
部
で
あ
り
、
，
過
疎
地
域
が
ね
ら
い
う
ち
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
原
発
立
地
点
は
過
疎
地
帯
で
あ
っ
て
も
、
第
二
一
図
に
み
る
よ
う
に
一
九
八
五
年
現
在
で
立
地
点
か
ら
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

内
に
県
庁
所
在
地
を
も
つ
原
発
が
七
つ
あ
る
。
原
発
立
地
点
に
最
も
近
い
県
庁
所
在
地
は
松
江
で
あ
り
、
中
国
電
力
島
根
発
電
所
か
ら
わ

ず
か
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
し
か
な
い
。
次
い
で
は
水
戸
で
あ
り
、
日
本
原
子
力
発
電
東
海
第
二
原
発
か
ら
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距

離
に
あ
る
。
福
井
市
の
場
合
は
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
最
も
多
く
の
原
発
を
抱
え
て
お
り
、
日
本
原
子
力
発
電
敦
賀
原
発
を
は
じ
め

と
し
て
関
西
電
力
美
浜
原
発
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
の
新
型
転
換
炉
「
ふ
げ
ん
」
、
同
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
四
つ
が

該
当
す
る
。
ま
た
原
発
立
地
点
か
ら
三
〇
キ
ロ
、
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
居
住
す
る
人
口
は
決
し
て
少
な
く
な
く
、
い
ず
れ
も
一
〇
万
人
以
上

（
一
九
七
五
年
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
多
い
の
は
中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
五
六
・
○
万
人
で
あ
り
、
東
京
電
力
柏
崎
・
刈
羽
原
発

の
四
三
・
八
万
人
、
中
国
電
力
島
根
原
発
の
四
一
・
六
万
人
で
あ
っ
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
と
第
二
原
発
に
関
し
て
は
、
三
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
そ
れ
ぞ
れ
二
一
丁
五
万
人
と
一
四
・
二
万
人
を
抱
え
て
お
り
、
他
の
原
発
に
比
べ
れ
ば
相
対
的
に
は
少
な
い
と
い
え
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　　凡例

■　県庁所在地への距離

回　人口数が当該距離まで

　　しか出されていない

　　が，50㎞圏内に県庁所

　　在地をもつ原発

50km

蓋　資料：科学技術庁原子力局監修

七　　　　　r原子力ポケットブック昭和61年版』1985年12耳により，筆者作図。

　　　注：　地点によって人口分布資料の年度（1975年一80年）が異なる。
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一
五
八

よ
う
が
、
こ
れ
が
立
地
審
査
指
針
の
許
容
範
囲
と
し
て
妥
当
な
「
低
人
口
帯
」
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
さ
て
、
東
京
電
力
は
大
熊
、
双
葉
地
点
の
用
地
確
保
が
進
み
、
原
子
力
発
電
所
建
設
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
六
五
年
九
月
に
第

二
の
原
子
力
立
地
点
と
し
て
富
岡
・
双
葉
両
町
の
境
界
に
ま
た
が
る
太
平
洋
岸
の
区
域
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
　
「
こ
の
地
点
が
選
定

さ
れ
た
の
は
、
地
盤
、
取
水
を
は
じ
め
原
子
力
発
電
所
と
し
て
の
立
地
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
ど
、
大
熊
、
双
葉
地
点
の
立
地
を
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
い
る
経
緯
か
ら
、
地
域
の
理
解
、
協
力
が
得
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
・

　
六
八
年
一
月
四
日
に
木
村
福
島
県
知
事
は
福
島
第
二
原
発
の
建
設
決
定
を
発
表
し
た
。
立
地
推
進
の
経
済
的
根
拠
と
し
て
は
相
双
地
域

「
チ
ベ
ッ
ト
」
論
や
開
発
波
及
効
果
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
例
え
ば
、
一
九
六
七
年
福
島
県
議
会
九
月
定
例
会
で
の
「
特

に
双
葉
地
方
は
仙
台
経
済
圏
と
常
磐
経
済
圏
に
は
さ
ま
れ
た
本
県
の
チ
ベ
ッ
ト
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
に
そ
の
（
原
発
誘
致
）
実

　
　
　
　
（
2
）

現
の
た
め
に
」
と
い
う
滝
議
員
の
発
言
が
あ
り
、
後
者
に
関
し
て
は
「
原
子
力
発
電
所
の
建
設
に
関
連
し
て
、
ど
の
よ
う
な
産
業
の
開
発

に
役
立
つ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
ボ
、
本
県
に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
資
源
・
工
場
敷
地
及
び
労
働
力
の
面
か
ら
見
て
、
工
場
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

地
条
件
が
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
関
連
産
業
の
誘
致
発
展
も
考
え
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
一
九
六
八
年
二
月
定
例
会
で

の
木
村
県
知
事
の
答
弁
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
原
子
力
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
開
発
を
進
め
る
た
め
に
『
双
葉
原
子
力
地
区

開
発
ビ
ジ
ョ
ン
調
査
報
告
書
』
（
六
八
年
三
月
）
が
っ
く
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
当
地
区
は
、
将
来
わ
が
国
の
有
数
の
原
子
力
地
帯
と
し

て
、
特
色
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
基
地
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
地
区
は
、
原
子
力
発
電
所
、
．
核
燃
料
加
工
等
の
原

子
力
産
業
、
放
射
能
を
利
用
す
る
各
種
の
産
業
、
原
子
力
関
連
の
研
究
所
、
研
修
所
な
ど
が
集
積
し
た
わ
が
国
原
子
力
産
業
の
メ
ッ
カ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
て
の
発
展
を
指
向
す
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
用
地
交
渉
と
漁
業
補
償
は
第
一
原
発
の
と
き
と
は
異
な
り
、
福
島
第
二
原
発
で
は
円
滑
に
は
す
す
ま
な
か
っ
た
。
楢
葉
町
波
倉

■



地
区
で
は
用
地
交
蒙
進
ん
だ
あ
の
、
富
岡
町
毛
萱
地
区
で
は
絶
対
反
対
の
■
掻
が
だ
さ
れ
、
町
議
会
藁
に
対
し
て
反
対
陳
導
が

だ
さ
れ
た
。
し
か
し
県
知
事
を
先
頭
と
す
る
強
力
な
締
め
付
け
乏
特
別
配
慮
金
一
億
円
の
積
み
上
げ
と
に
よ
っ
て
、
反
対
派
の
切
り
崩
し

が
は
か
ら
（
煙
用
賀
収
は
七
。
年
九
月
ま
で
箋
わ
っ
た
・
に
も
か
か
わ
ら
ず
福
彙
浜
通
菟
区
で
は
こ
の
の
ち
国
家
レ
ベ
ル
、
自

治
体
レ
ベ
ル
で
地
域
政
策
を
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
第
一
は
そ
の
の
ち
「
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
原
子
炉

設
置
許
可
処
分
取
消
請
求
事
件
」
訴
訟
に
つ
な
が
る
「
原
発
・
火
発
反
対
福
島
県
連
絡
会
」
の
結
成
（
七
三
年
九
月
）
と
活
動
で
あ
り
、

第
二
は
東
北
電
力
の
浪
江
・
小
高
原
発
に
対
す
る
浪
江
町
棚
塩
地
区
・
の
反
対
運
動
で
あ
っ
た
。

　
東
北
電
力
は
第
二
原
発
と
ほ
ぼ
同
時
期
（
一
月
四
日
）
に
浪
江
町
棚
塩
地
区
に
原
発
の
建
設
予
定
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て

「
浪
江
町
原
発
誘
致
反
対
同
盟
」
が
一
月
壬
二
日
に
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
原
発
反
対
の
理
由
は
「
ま
ず
、
（
昭
和
）
四
〇
年
に
営
農
振
興

法
に
よ
っ
て
耕
土
改
善
事
業
を
着
手
し
、
桑
園
、
水
田
な
ど
農
業
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
中
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
原
発
建
設
は
、
農
政

不
在
、
農
民
軽
視
だ
と
し
て
い
る
。
二
番
目
は
、
米
国
の
安
全
基
準
に
よ
る
と
、
棚
塩
地
区
一
四
三
戸
の
ほ
と
ん
ど
が
集
団
移
転
し
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
番
目
は
原
発
に
よ
っ
て
住
民
は
利
益
は
な
い
し
、
安
全
が
確
認
さ
れ
な
い
」
な
ど
で
あ
り
、
単
な
る
買
収
価
格
で

は
な
か
っ
た
。
更
に
七
一
年
四
月
五
日
に
小
高
町
浦
尻
地
区
に
「
原
発
対
策
委
員
会
」
が
発
足
し
、
七
二
年
四
月
九
日
に
は
小
高
町
福
浦

農
協
総
会
で
原
発
誘
致
反
対
決
議
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
「
公
害
か
ら
楢
葉
町
を
守
る
会
」
な
ど
八
団
体
が
小
高
．
浪
江
町
原
発
、
福
島
第

二
原
発
、
広
野
火
力
な
ど
の
建
設
中
止
を
求
め
る
陳
情
を
県
及
び
議
会
に
提
出
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
国
レ
ベ
ル
で
は
六
二
年
以
来
、
茨
城
県
東
海
村
周
辺
地
帯
を
対
象
と
し
た
「
原
子
力
施
設
地
帯
の
整
備
」
調
査
．
検
討
が
お

こ
な
わ
れ
、
六
五
年
八
月
に
「
東
海
地
区
原
子
力
施
設
の
地
帯
整
備
に
つ
い
て
」
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
た
。
東
海
村
周
辺
地
帯
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ロ

道
路
の
整
備
、
緑
地
の
確
保
、
広
報
施
設
の
整
備
が
七
〇
年
ま
で
の
整
備
事
業
と
し
て
総
事
業
費
約
一
八
億
円
が
投
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は

　
　
1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九



　
　
1
諭
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇

「
地
元
に
安
全
確
保
と
地
域
開
発
を
マ
ッ
チ
さ
せ
た
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
説
得
で
き
な
い
」
を
政
治
的
に
「
地
元
の
振
興
計
画
と
の

調
和
」
に
切
り
替
え
た
も
の
で
あ
り
、
　
「
こ
の
計
画
の
中
心
は
退
避
道
路
と
い
う
名
目
で
、
今
ま
で
一
本
の
都
市
計
画
道
路
に
一
〇
年
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
8
）

上
か
か
っ
て
い
た
事
業
を
五
年
で
、
そ
れ
も
同
時
に
三
本
を
実
施
し
て
い
く
」
と
い
う
異
例
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
東
海
村
周
辺
地
帯

整
備
に
か
か
わ
る
動
き
は
原
子
力
関
係
固
定
資
産
税
大
規
模
償
却
に
伴
う
問
題
点
を
含
め
、
こ
の
の
ち
展
開
さ
れ
て
い
く
原
発
地
帯
の
地

域
問
題
を
先
取
り
的
に
表
出
し
て
い
た
の
で
あ
み
。

　
福
島
県
議
会
で
は
六
八
年
九
月
定
例
会
以
降
原
発
の
安
全
性
、
公
害
防
止
条
例
と
の
関
連
性
、
温
排
水
の
影
響
、
労
働
者
の
放
射
線
被

曝
、
周
辺
地
域
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
論
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。
七
二
年
九
月
定
例
会
で
は
企
画
開
発
部
長
が
先
の
東
海
地
区
の

地
帯
整
備
の
動
き
を
に
ら
み
つ
つ
、
　
「
原
子
力
地
帯
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
双
葉
臨
海
地
区
新
地
方
工
業
開
発
都
市
建
設
調
査
並
び
に
電

源
地
帯
福
祉
対
策
調
査
の
結
果
を
待
っ
て
、
具
体
的
な
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。
…
国
で
も
発
電
所
施
設
整
備
に
関
す
る
法
案
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

本
格
的
な
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
促
進
を
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　
大
熊
町
で
は
原
発
誘
致
が
決
ま
る
と
、
こ
れ
を
軸
と
し
て
町
の
建
設
を
推
進
す
る
と
い
う
新
し
い
展
開
を
み
せ
る
。
一
九
六
四
年
に
町

財
政
の
自
主
再
建
を
果
た
す
と
、
六
五
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
「
大
熊
町
原
子
力
発
電
所
建
設
促
進
特
別
委
員
会
」
を
な
く
し
て
「
東
京
電

力
株
式
会
社
の
大
熊
発
電
所
建
設
に
伴
う
各
種
関
連
産
業
の
誘
致
建
設
並
び
に
新
都
市
計
画
総
合
開
発
振
興
に
関
す
る
事
項
と
双
葉
町
と

関
連
す
る
開
発
事
項
の
総
合
調
整
及
び
両
町
合
併
の
推
進
に
当
」
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
大
熊
町
総
合
開
発
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
た
。
総
合
開
発
に
関
し
て
は
原
発
と
結
び
つ
け
た
観
光
開
発
が
前
面
に
出
さ
れ
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
お
双
葉
町
と
の
合
併

構
想
も
あ
っ
た
が
、
六
七
年
こ
ろ
に
は
消
滅
し
た
。

　
六
九
年
に
は
「
本
町
夫
沢
地
区
に
建
設
中
の
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
を
始
め
と
し
て
、
当
地
方
は
我
国
の
一
大
原
子
力
産
業
地



帯
に
開
発
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
世
紀
の
建
設
事
業
を
見
学
す
る
観
光
客
と
を
結
び
つ
け
本
町
の
開
発
を
図
る
た
め
に
町
内

に
あ
る
玉
の
湯
漢
谷
あ
る
い
は
小
塚
、
三
森
、
そ
の
他
埋
も
れ
て
い
る
観
光
資
源
を
開
発
調
査
す
る
目
的
」
で
「
大
熊
町
観
光
開
発
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
七
三
年
三
月
町
議
会
で
は
中
央
台
や
小
良
浜
地
区
一
円
、
大
蔵
谷
地
溜
池
付
近
が
検
討
さ
れ
た
。
町
営

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
集
中
さ
せ
た
中
央
台
を
除
い
て
は
、
企
業
誘
致
に
よ
る
観
光
開
発
を
考
え
て
お
り
、
J
R
C
株
式
会
社
や
小
田
急
電

鉄
K
K
や
東
北
観
光
K
K
な
ど
と
の
接
触
を
も
っ
た
も
の
の
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
な
お
七
〇
年
に
は
「
大
熊
町
都
市
計
画
審
議
会
」

が
設
置
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
こ
の
よ
う
に
一
方
で
住
民
の
原
発
反
対
運
動
の
高
ま
り
に
よ
る
原
発
の
立
地
難
が
生
じ
、
他
方
で
原
発
を
軸
と
し
た
地
域
開
発
が
決
し

て
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
感
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
家
レ
ベ
ル
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
単
な
る
補

償
措
置
で
は
な
い
地
域
政
策
の
展
開
を
要
請
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
東
京
電
力
社
史
編
集
委
員
会
『
東
京
電
力
三
十
年
史
』
一
九
八
三
年
三
月
、
五
七
一
ぺ
ー
ジ
。

　
（
2
）
　
福
島
県
議
会
事
務
局
調
査
課
『
調
査
資
料
第
八
号
－
県
議
会
に
お
け
る
原
発
論
争
一
』
一
九
七
六
年
三
月
、
七
ペ
ー
ジ
。

　
（
3
）
　
前
掲
注
（
1
）
九
ペ
ー
ジ
。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
前
年
の
六
七
年
に
福
島
県
で
策
定
さ
れ
た
『
地
域
振
興
計
画
』
で
は
関
連
産
業
に
乏
し
い

　
　
　
の
が
原
発
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
原
発
立
地
推
進
で
の
木
村
県
知
事
の
果
た
し
た
「
政
治
的
役
割
」
が
浮
か
び
上
が

　
　
　
る
の
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
双
葉
原
子
力
地
区
調
査
委
員
会
『
双
葉
原
子
力
地
区
の
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
』
一
九
八
六
年
三
月
、
一
〇
ペ
ー
ジ
。

　
（
5
）
　
福
島
県
議
会
事
務
局
調
査
課
『
調
査
資
料
第
八
号
－
県
議
会
に
お
け
る
原
発
論
争
1
』
一
九
七
六
年
三
月
、
一
八
ペ
ー
ジ
。

　
（
6
）
　
こ
の
状
況
を
、
住
民
運
動
論
と
の
関
係
で
年
表
ふ
う
に
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
早
川
篤
雄
「
巨
大
電
力
基
地
設
置
問
題
と
住
民
運
動
i
福
島

　
　
　
県
楢
葉
町
・
富
岡
町
の
事
例
に
つ
い
て
一
」
と
大
和
田
秀
文
「
巨
大
電
力
基
地
設
置
問
題
と
住
民
運
動
－
福
島
県
浪
江
町
の
事
例
に
つ
い
て

　
　
一
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
二
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
一
六
一



一
出
廻
　
　
　
　
　
⊥
叉
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

　
　
一
」
『
東
北
地
方
の
「
地
域
開
発
」
政
策
と
公
害
一
原
発
・
火
発
問
題
を
中
心
に
一
』
日
本
科
学
者
会
議
福
島
支
部
・
福
島
県
教
連
教
育

　
　
研
究
所
、
一
九
七
三
年
三
月
、
一
二
～
二
五
ペ
ー
ジ
と
二
六
～
三
三
ペ
ー
ジ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
政
策
決
定
過
程
、
政
策
執
行
過
程
等
の
観
点
か

　
　
ら
整
理
し
た
の
が
、
堀
孝
彦
「
福
島
県
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
立
地
と
民
主
主
義
－
東
電
福
島
第
二
原
発
設
置
経
過
に
そ
く
し
て
一
」

　
　
『
原
子
力
発
竃
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
水
戸
）
報
告
集
』
一
九
七
四
年
一
二
月
、
日
本
科
学
者
会
議
、
三
二
～
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
　
原
子
力
委
員
会
編
『
昭
和
四
三
年
版
　
原
子
力
白
書
　
第
一
二
回
』

　
　
　
ヴ

（
8
）
　
坂
本
正
誠
「
原
子
力
施
設
と
地
方
自
治
体
」
　
『
原
子
力
発
電
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
水
戸
）
報
告
集
』
一
九
七
四
年
一
二
月
、
日
本
科
学
者
会

　
　
議
、
七
三
～
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
9
）
　
前
掲
、
注
（
2
）
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
1
0
）
　
福
井
県
若
狭
地
区
で
も
同
様
な
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
六
九
年
一
一
月
に
「
原
子
力
発
電
所
設
置
反
対
小
浜
市
民
の
会
」
、

　
　
七
一
年
五
月
に
「
大
飯
町
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
会
し
、
さ
ら
に
「
美
浜
町
を
明
る
く
す
る
会
」
が
っ
く
ら
れ
、
七
一
年
一
一
月
に
は
「
原
発
反

　
　
対
若
狭
湾
共
闘
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
請
願
署
名
や
抗
議
行
動
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
決
起
集
会
な
ど
多
様
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
（
日
本
弁

　
　
護
士
連
合
会
公
害
対
策
委
員
会
『
福
井
県
若
狭
地
区
原
子
力
開
発
実
態
調
査
報
告
書
』
一
九
七
六
年
九
月
、
四
一
～
四
七
ペ
ー
ジ
）
。


